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海外留学便りから

Bure．uofMinesの近況

　研究所は刺7時半からタ方4時半までで11時半

～12時半が昼休みです。出勤時問に間に合うため

に，私は6n与に起床していますが目覚し時計もあ

まり効果がなく，よくねすごして遅刻してしまい

ます。

　当地の朝6時はまだ真暗らですし次第に日が短

くなりま」すので4時半の退勤時も薄暗くなってい

ます・所員は勤務時問は実によく働らきますが勤

務が終るとさっさと帰ってしまいます。徹夜する

ようなことは殆んどないそうです。

　アメリカの生活はすべてが車に結びついてお

り，当地では路上を歩く人たど町の中でも終日殆

んど有りません。狭い日本とは距難的感覚が違い

ますから当然のことでしょう。ハイウェイを70マ

イル（約112km）でとぱしても，その完備した直線

の道路，ゆるいカーブのため危険がありません。

また周囲が広々としているためか高速度感覚が出

ません。1週5日の勤め以外は生活をエソジョイ

していることは羨ましい限りです。

　アメリカの鉱山局（Bureau　ofMines）は，鉱

工業において，鉱山資源の保存と開発，完全かつ

健全な作業条件の計画を行なっている科学的国家

機関です。最も経済的に鉱物や燃料資源を回収

し，処理し，そして効果的に利用するためにBu一

Teauの科学技術老達は因立の研究セソターで広

範囲の基礎的かつ応用的研究を行ない，また鉱工

業についてのデータの編集や国家の鉱工業政策に

。役立つ基礎的事項の調査を行なっています。

　Oregon州AlbanyのBureau　of　Minesは第

7区鉱物資源局とAlbany　Metal1urgy　Research

Centerの2つから成っています。前老は，鉱工

業政策の機関ですが後老は，Bureau　of　Mines

で最大の研究機関です。ここでの研究は長期の冶

金学的閉題としては一般民間会杜では行なえない

ようなもの，また短期の問題は国家の安全に対し

て重要なものについて，基礎的及び応用的課題を

一とりあげています。

　研究の約75％は国望I正でまかなわれる長期計雨の

ものですが，残りの25％は国防省及び民問会杜と

協同して行なう特別の研究を含んでいます。しか

し現在のところ民問会杜との協同研究は殆んど行

なっていないようです。

　研究の成果は直ちに報告され，公表されて工業

と公衆の利益に役立てています・この研究セソタ

ーで開発した多くの方法技術は金属工業および鉱

工業界に広く利用されており，ことにAlbaOy地

区での新しい冶金企業の発展に多大の貢献をして

います。この研究セソターは各々専門化した7つ

の研究室（材技研の研究室よりははるかにスケー

ルの大きいもので研究部に相当するものでしょ

う。）から成っています。そこで各研究室で現在

行なっている研究の活動状況を簡単に述べてみま

しよう。

1．分析研究室

　Bureauの冶金学的研究計画の遂行に役立てて

いることは勿論ですが他の述邦庁の分析サーピス

も行なっています。光学的な分析装概は勿論，X

線スペクトログラフ，スペクトロメータ，ポーラ

1コグラフ．ラジエーショソ・カウソタ，X線同析

装置，エレクトロソ・プローべ・マイクロ・アナ

ライザーのような装置の使用と、これらの方法の

開発のための研究を行なっています。日本では分

析といえぼ化学分析と思いがちですがここでは組

織分析も含めた広いものです。

2．非金属研究室

　燃料電池のような特殊な使刷こ必要なセラミッ

クスの成形，接合、加工の技術あるいは高汎圧延

により誘電休川の耐火物の述続1灼な蒲いストリッ

プを作る技術を開発しています。

一　2　一



　また醐索の化学的電気的徴質を調べており，さ

らに原予炉燃料としてウラソの炭化物，酸化物お

よび窒化物の混合物の応舳｛llを研究していますo

3．選鉱研究窒
　低一冒1位や複雑な鉱石からの燐酸塩，クロム希二1二

類元索1及び非金胴などの1酬又のための比1巫，磁

気，瀞電気浮沸，熱分解，高雌位の放射線，塩

素1化及び熔焼方法の研究を行なってい嘆す。また

水索でハロゲソ化物を遼元してαとταを洲二呂

し分離する研究をしています。

雀．　製錬冶金研究室

　低品泣鉱石利棚のいめの溶解，糖錬，電解方法

の㈱携あるいは商い鉄分を含むボーキサイトから

の酸化アルミニウム及びその廃物からの弗索の阿

収方法について研究しています。

　童たチタソ含有スラグの性質を調べたり，Z7か

ら冴を分灘する方法の研究を行なっています。

5．　化学処理研究室

　ム8，C凸，瑚〃o，η！，W，γZγのような

高純延性の耐火金属の調娘方法の開発を行なって

いますoそを二方法は塩素化し，純化し，分離して

次にKrol1法の披術と水素遺元で金胴を得ていま

すが，これに付随する基礎理論研究を動力学的お

よび熱力学的に行なっています。童たこの研究窒

にあるC060の研究設㈱1は実に立派で，燃料、鉱

物，金属，非金鰯的物質の物理的及び化学的性質一

に対する高雌位γ放射線の膨響を知るために一活躍

しています。

6．漆解研究室

　非常に碕純度の耐火物や金属の溶解と鋳造をア

ーク炉、高胴波炉および電予線衝峰炉を」＝1’1いて諦

輿空中や不活性雰鵬気中で行なっています。特殊

なものとして，〃σ，〃などの炭化物の作娘

をアーク炉で行ない，その租気的な1舳1破での化

学反応を研究しています。

7．　物跳冶金研究室

　現在私が鋤務している研究窒です。　肌”o，

肋，αなど待磁耐火金属とその禽金の製造，艘

作例1や物理約，機械r舳1三貫を研究しています。

　童た趨電導∫口材料に一必要な〃ゐ一〃，Nわ一η

アα一〃，τα一η系状態図の研究や，　∫那0α，

γ30αなどの化合物の維質を調べています。

　多くの小型の高汎溶解炉や熱処瑚炉及び高概試

験設嚇があり，他の研究窒で必要な試験のサーピ

スも行ない，物理冶金」二の各手醐，脳を解決しなが

らコソサルタソトとしても活雌してい凌す。

　私が来てからもこの研究室に会者i＝から州兆禽

金製ガスターピソ精鋳材の久1舳り魎がもちこま

れ，私が適当た欠陥防止対策を指示して燕ぱれま

した。以」二櫛単に幾研究所を御紹介致しましたo

当地は秋から冬の閥は終目雛や雨や公りの1三1が多

く私が来てから府天は2目程でした。寒さは東京

の冬と同程度です。しかし所内の広々とした級の

芝生、美しく紅葉した落葉樹，高々とそびえ立つ

常緑樹の風致は全くすぱらしいものでここを訪れ

る見学者達はこの研究所の環境の．処さに雛もが羨

ましがっていますo

　（以」二は肋’μ伽0∫”伽θ3でC0兆合金の研究

をしている鉄鋼材料研究締耐熱含金研究室長依田

連平よ与）’64年ユ2月g日付当所長あてにきた便り

の一部を掲微したものである。）

　★帰　　朝

　橘本所長はマックスプラソク金属研究所で喬㍑紋

発表し，ヨーPツパ喬禺で鉄鋼研究の視察調査の

ため3月16日から海州・ll1張していたが，4月5目

に任を終え帰国した。

　☆表　　彰

○当所所長僑水字一は科学披術の振興たらびに木

研究所の設立，縦概に術与し冒わが悶の鉄垂岡莱の

遮歩に顕籍な功絞をしたことにより4月6員に日

木鉄鋼’脇会よりr製鉄功労賛」を贈られた。

（）〕〔勢峯イヒ硯匡多ヒ綿…二〔勢ξイヒ釘｝一η干究葦養」蔓司コハ1享琶一〇文オ

ーステナイト系耐熱鋼の冶紛学二約研究の榮繊によ

り4月6日に同木鉄鋼脇会より「漉辺義介記念

賛」を貝瞳られたo

　★掌位取得

　製錬研究部禾1冊奔枝枝符

　理蟄†葵幸　1耳｛彩139勾三12月251二1イ寸一ヒ詐唾適ヅ（学よ　り芋蔓一㌻

溶披研究榊松1Ti禰久披一1す

　工博　昭和40年3月22同付大1収大学より授与



強磁性共鳴分光計
　マイクロ波伽域の高閥波磁場と■■浄磁場とを特定

条件の下で強磁性体に加えると共帆現象を生ず

る。これを強磁性共鳴と呼び，その測定装置を強

磁性共鴫分光計という。この装耐の斗、宇長は磁性に

対して概めて高感度であり高粁波を打しているO

例えぼ2×1011spin／Gaussの検山感度ならぽM

榊莫にて12Aの」1莫厚の試料が容易に測定可能で精

度も’10一’～10－5を有する。　しカ・も基本的｛滋気丘：

としてg一囚子，飽和磁化，異方性常数，磁気緩

和1舳判．交喚結合係数，膜ilIl1内筏柵応力等が一度

に観測できる。このことは複雑な磁性薄膜の研究

においては有力な研究手段となると刷時に，強磁

性6本貫も迫究できる万能の洲肚と称してよいで

あろう。

　金属物理第一研究室では磁性薄膜の研究のため

大型電磁石と組合せた強磁性共鳴分光計を設置し

た。研究上の要書i’1から，波長柑として3cm波と

8mm波とを，測定汎度は極低減から高温500oC
までの広i1舳＝1の共1リ：閉象が，共鳴吸収■1山線の徴分

・横分・二次微分の各山1線にて精度良く記録でき

ることを目搬とした〇一三な仕能を挙げると

1．　ム』作jI司波数：3cm波什は9，500Mc／s

　　　　　　　8mm波榊は35，oo0Mc／s

2．　検1．l1感度：低111司波変記’I｛にて3×1012

　　　　　　　　　　　　　　spin／Gauss以下

　　　　　　　高」I，d波変司■■ヨにて2×！011

　　　　　　　　　　　　　　spin／Gauss以下

3．　検1．Lリゴ式：マジックティプリッジを川いた反

　　　　　　　射型クリスタル検波

4、　　　　　　　：3cn1波州：は矩形型TE102

　　　　　　　8mn／波俳は円筒型TEo12

　　　　　　　舷低汎川各1舳（メタルデュアー

　　　　　　　付）

　　　　　　　高洲’口各1個（500℃加熱炉付）

田　　　1　　困淋棚
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強磁性共鳴分光計

5．磁場変調：低周波50c／sで最大2300e幅

　　　　　　　低1詞波80c／sで最大300e幅

　　　　　　　高周波100Kc／sで最大70el1嘔

6．磁場マーカー：原子核磁気共鳴を利用し最大

　　　　　　　磁場34KOe（Li核56．5Mc／s）まで

　　　　　　　5及び500e問隔のサイドマーカ

　　　　　　　ーも入れられる

　現在までの使川において，M－Fθ合金湖膜の

スピソ波共鳴，エピタクシャル成長のM単結品

薄膜の磁性，フエライト薄膜の磁性等の諦問魍が

次々と意義ある成果を挙げている。
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剤■雌兼允行人

印　　　　刷

　（通巻　第65号）

吉　　村　　　浩

奨村印刷株式会杜
束京郁千代口］区四手111π］1の10

発行所科学技術庁材料技術研究所
　　　　　　　束京郁目1！1…区中則↓12丁目300祈地

　　　　　　　　　　　目1u（712）3181（代表）

一4


